
日程 採用予定人数
主な受験資格

（年齢は令和８年４月１日現在の満年齢）
告示日 第１次試験 第２次試験 第３次試験 最終合格発表 採用日

12人程度

１　22歳から29歳まで

２　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）又はこれと同等と認める学校等を卒業した人

（令和８年３月31日までに卒業見込の人を含む）

＜加点制度あり＞

文化・スポーツ加点（※１）又は国際貢献活動加点（※２）

３　行政事務Bとの併願可

若干名

１　22歳から29歳まで

２　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）又はこれと同等と認める学校等を卒業した人

（令和８年３月３１日までに卒業見込の人を含む）

３　身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳等の交付を受けている人

３人程度

１　39歳まで

２　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）又はこれと同等と認める学校等を卒業した人

３　民間企業等における職務経験を５年以上（令和７年３月31日まで）有する人（※３）

３人程度

１　44歳まで

２　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）又はこれと同等と認める学校等を卒業した人

３　公認心理師資格又は臨床心理士資格を有する人

４　公認心理師又は臨床心理士としての職務経験を２年以上(令和７年３月31日まで)有する人

1人程度

１　44歳まで

２　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）又はこれと同等と認める学校等を卒業した人

３　学芸員資格を有する人で、歴史学又は民俗学に関する知識・経験を有する人

４　学芸員としての職務経験を５年以上（令和７年３月31日まで）有する人

1人程度

１　44歳まで

２　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）又はこれと同等と認める学校等を卒業した人

３　学芸員資格を有する人で、考古学又は埋蔵文化財に関する知識・経験を有する人

４　学芸員としての職務経験を５年以上（令和７年３月31日まで）有する人

５人程度

３人程度

13人程度
1　22歳から29歳まで

2　行政事務Aとの併願可

７月上旬

教養試験

専門試験

１人程度

1　29歳まで

2　学芸員資格を有する人（令和８年３月31日までに資格取得見込の人を含む）で

　  歴史学又は民俗学に関する知識・経験を有する人

1人程度

1　29歳まで

2　学芸員資格を有する人（令和８年３月31日までに資格取得見込の人を含む）で

　  考古学又は埋蔵文化財に関する知識・経験を有する人

５人程度

３人程度

３人程度
１　29歳まで

２　保健師資格を有する人（令和８年３月31日までに資格取得見込の人を含む）

７人程度

１　29歳まで

２　保育士資格と幼稚園教諭免許の両方を有する人

　　（令和８年３月31日までに資格取得見込の人を含む）

８月上旬

実技試験

面接試験

上

級

事

務

職

２人程度

１　44歳まで

２　民間企業等における職務経験を５年以上（申込締切時点まで）有する人（※３）

８月上旬

論述試験

面接試験

適性検査

（SCOA）

８月下旬

面接試験

-

事

務

職

２人程度

１　39歳まで

２　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）又はこれと同等と認める学校等を卒業した人

３　民間企業等における職務経験を５年以上（申込締切時点まで）有する人（※３）

８月下旬

～

９月中旬

録画面接

適性検査

（SCOA）

技

術

職

３人程度

１　44歳まで

２　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）又はこれと同等と認める学校等を卒業した人

３　民間企業等における職務経験を５年以上（申込締切時点まで）有する人（※３）

＜加点制度あり＞

対象資格加点（※４）

８月下旬

～

９月中旬

適性検査

（SCOA）

初

級
８人程度

１　18歳から25歳まで

＜加点制度あり＞

救急救命士資格加点（※４）

９月中旬

教養試験

面接試験

等

10月下旬

面接試験

‐

日程 採用予定人数
主な受験資格

（年齢は令和８年４月１日現在の満年齢）
申込日 第１次試験 第２次試験 第３次試験 最終合格発表 採用日

土

木

職

　

通

年

募

集

上

級

技

術

職

５人程度

１　44歳まで

２　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）又はこれと同等と認める学校等を卒業した人

３　大学等でそれぞれの試験区分に必要な学科を専攻した人

４　民間企業等における職務経験を５年以上（申込時点まで）有する人（※３）

＜加点制度あり＞

対象資格加点（※４）

都度

令和８年４月１日

※職員の欠員状況により

①令和７年10月１日

または

②令和８年１月１日

の採用が可能

育

児

休

業

代

替

任

期

付

職

員

上

級

事

務

職

９人程度

１　22歳から49歳まで

　※育児休業代替任期付職員の受験は年１回まで

都度

・育児休業代替任期付

　職員名簿に登載

・職員の育児休業によ

　る欠員が発生した場

　合に採用

・名簿の有効期間は、

　合格発表の日から３

　年間

試験区分

土木

（民間企業等経験者枠）
別途案内のとおり

育児休業代替任期付職員 別途案内のとおり

令和７年度に実施する日程・試験区分を２つ以上併願して受験することはできません（行政事務A，B、技術職A，Bの併願、育児休業代替任期付職員との併願を除く）。

※１　文化芸術・学術、スポーツにおいて、高校在学時から受験申込日までに県代表等として全国規模の大会等に出場した実績がある人を加点します。

※２　独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）が実施する青年海外協力隊等における国際貢献活動のほか、非営利団体を通じ、海外での国際貢献活動に従事した経験が平成 ３１年４月１日から申込日までの

間において、 通算して２年以上ある人を加点します。

※３　「民間企業等における職務経験」として通算する期間には、会社員、公務員、自営業者等として、１つの企業等で２年以上継続して正社員として就業していた期間又は青年海外協力隊等で２年以上継続

して活動していた期間が該当します。

※４　受験申込み時点で対象資格を有している人を加点します。詳細は受験案内をご確認ください。

（注）この計画は現時点の予定であり、変更することがありますのでご了承ください。

      試験実施の有無、採用予定人数等の詳細につきましては、告示日以降に掲載する受験案内をご覧ください。

10月上旬

面接試験

10月下旬

面接試験

11月上旬
建築C

（民間企業等経験者枠）

消防

通年募集

資

格

免

許

職

保健師B ７月上旬

教養試験

専門試験

等

保育士B

行政事務B（福祉）

（民間企業等経験者枠）

Ｃ

日

程

【

９

月

実

施

】

民

間

企

業

等

経

験

者

枠

・

初

級

上

級

行政事務C

（民間企業等経験者枠）

６月下旬

８月上旬

集団討論

面接試験
８月下旬

面接試験

９月中旬

学芸員B（歴史学・民俗学）

７月上旬

教養試験

専門試験等

学芸員B（考古学）

土木B
1　22歳から29歳まで

2　A日程技術職との併願可

７月上旬

専門試験

のみ建築B

技

術

職

土木A
１　22歳から29歳まで

２　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）又はこれと同等と認める学校等を卒業した人

　　（令和８年３月31日までに卒業見込の人を含む）

３　大学等でそれぞれの試験区分に必要な学科を専攻した人

４　B日程技術職との併願可
建築A

Ｂ

日

程

【

７

月

実

施

】

従

来

の

公

務

員

試

験

実

施

(

民

間

企

業

等

経

験

者

枠

除

く

)

上

級

事

務

職

行政事務B

技

術

職

中

級

６月中旬

～

下旬

面接試験

７月上旬

令和８年４月１日

※職員の欠員状況により

①令和７年10月１日

または

②令和８年１月１日

の採用が可能

（①はA・Ｂ日程のみ）

行政事務A

（障がい者対象）

行政事務A

（民間企業等経験者枠）

行政事務A（心理）

（民間企業等経験者枠）

４月上旬

～

５月上旬

適性検査

（SCOA）

学芸員A(歴史学・民俗学)

（民間企業等経験者枠）

学芸員A(考古学)

（民間企業等経験者枠）

５月下旬

令和7年度 今治市職員採用試験実施計画

～おいで今治！もどろう今治！～

　試験区分、受験資格、試験内容等

試験区分

Ａ

日

程

【

４

月

実

施

】

公

務

員

試

験

対

策

不

要

上

級

事

務

職

行政事務A

３月上旬

４月上旬

～

５月上旬

録画面接

適性検査

（SCOA）

５月下旬

面接試験


